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――今年も豪雪の被害が出
た。
首都圏でも大雪被害が出たが、
横手市は４年連続の豪雪だ。除
雪作業や建物の損壊で高齢者ら
が死傷する例もある。リンゴや
ブドウなど果樹被害も春に向け
て被害状況が明らかになってく
る。除雪費用が自治体の財政に
負担になっている。個人が業者
に依頼する場合、年に２、３回
となれば30万円以上かかる。
年金生活の高齢者らには重い負
担だ。国には、災害であるとい
う認識で財政的な配慮を要請し
ていきたい。

――合併した市町村間での
均衡ある発展を掲げている。
市町村合併は行政コストの削
減が主体だ。学校の統廃合、施
設の廃止などは人口の減少して
いる地域が先行するため、不公
平感を感じることがある。旧町

ほか、ハード面の整備を徐々に
進めていく。ただ、まだ知名度
は高くはない。なぜ増田地区に
豪華な蔵が集積しているのかと
いった歴史的なストーリーを学
ぶことを地元から始めたい。ま
た、県内には武家屋敷とサクラ
で知られる角館や田沢湖、乳頭
温泉などの観光資源がある。こ
うした地域と連動してPRして
いきたい。県内の観光地を巡回
してもらい、滞在時間を長くし
て消費を増やし街の活性化につ
なげたい。
今年の「かまくら」では、か
まくらを各国のブースに見立て
た国際交流イベントを初めて実
施して、インドネシアやフィリ
ピンなど６カ国・地域の大使や
政府観光局の職員らに参加して
もらった。今後も継続すること
で、東南アジアなどを中心に雪
に縁のない国の人らに観光を
PRするきっかけになると思っ
ている。
（聞き手は
�秋田支局長　曽我　真粧巳）

村の庁舎にある窓口機関の地域
局に予算の一部を独自判断でき
る権限を移譲するなどして住民
からの要望に細かな配慮をして
いきたい。
均衡ある発展を考えるうえで
は、主要産業である農業の振興
が欠かせない。農業は農業従事
者やその親類、配送、販売など
を含めると４分の１の世帯が何
らかの形で関わりがある。市と
農協が連携して具体策を考えた
い。県の試験場などの持つ情報
を伝えたり、首都圏などの消費
者と農家の交流を図ったりする
など黒子として働いていく。消
費者ニーズに合う農産物が実際
に栽培できるか実験農場で試す
こともやっていく。消費者に向
けてレシピなどの提案もしてい
きたい。
街づくりに携わる人の中で、
実働部隊となっている人らとは
同年代。率直に意見交換しなが
ら施策を進めていきたいと思う。

――増田地区の蔵など観光
PRは。
増田地区が国の伝統的建造物
群保存地区に選定された。建物
の保存のための予算を計上した
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農業振興へ消費者に食を提案
連携で県内巡回型の観光を

秋田県横手市長　高橋　大氏

横手市　秋田県南部に位置する。
2005年に旧横手市と７町村が

合併、人口約９万5000人の県内

第２の市。有数の豪雪地帯で、

冬の「かまくら」は有名。主要

な産業はコメ、果樹などの農業。


